





































Research Note on the Pronunciation of "Saying" in Japanese When Reading Aloud
Yoshimitsu Ozaki





























　　『よみがえる一葉　樋口一葉・没後百年〔１〕～〔５・終〕』（1996 年 11 月放送）
　番組名にあるとおり、当番組は、日本の小説家・樋口一葉（1872 年～ 1896 年・東京都出身）




から構成される、1 回 45 分の番組である。第 5 回（最終回）のインタビュイーは、朗読
を担当した幸田弘子氏である。
　そこで、第 5 回のインタビュイーとしての幸田弘子氏の発音と、全 5 回の朗読における
同氏の発音を分析対象とし、前者（通常の話し言葉での発音）と比較した場合、後者（朗
読での発音）に異なる傾向が認められるか否かという観点から分析を行なうこととする。



























































































示す。朗読については「地の文」と「会話文」に分けた場合も示す。図 6 ～図 9 のとおりであった。
図 5　活用語尾が「え」であるときの直前の語幹「言」の発音
図 6　活用語尾別の発音（朗読・合計）
図 8　活用語尾別の発音（朗読・会話文）
図 7　活用語尾別の発音（朗読・地の文）
図 9　活用語尾別の発音（インタビュー）
112
一二〇
　朗読の場合、活用語尾が「う」のときは、「地の文」も「会話文」もほとんどが「ゆう」
であること、「いう」が現れるのは「会話文」ではなく＜読む＞という要素がより強い「地
の文」の方においてであることが改めて確認される。活用語尾が「う」以外のときは、語
幹は全て「い」である。基本的に、活用語尾により語幹の発音が決まってくると見てよい。
　これに対しインタビューでは、活用語尾が「う」のときは、朗読の場合と同様にほとん
どが「ゆう」であるが、該当データが少ないため確定的なことは言い難いが、活用語尾が「っ」
や「わ」のときにも「ゆっ」や「ゆわ」のように「ゆ」が現れる。すなわち、普段の会話
では語幹の発音が「ゆ」であっても、朗読のような言葉を強く意識すると考えられる状況
では、本来の発音である「いっ」「いわ」への切り替えがなされている可能性が考えられる。
４．まとめと今後の課題
　朗読家・幸田弘子氏の「朗読」と「インタビュー」の発音を対比して分析したところ、
該当データが少ないことから確定的なことは言い難いものの、通常の会話では「ゆ」と発
音していても、朗読においては本来の「い」で発音するケースがあるらしいことを指摘した。
　今回の調査は、研究ノートとしてのパイロット調査にとどまったが、今後は組織的かつ
大量にデータを収集・分析し、こうした発音の切り替え・使い分けが確実に存在するか、
またいろいろな人に当てはまる現象であるのかを明らかにしていく必要がある。
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